
この日の内容は、只見公民館講座「こども書初め講座」に参加する

ことでした。「子供対象の講座なので子供教室の登録者にも参加して

ほしい」との願いからプログラムに組み込んだそうです。公民館講座

と連携することで、専門性をもつ講師による充実した体験活動を行

うことができるというよさがありますね。 

また、幅広い参加者の獲得による生涯学習の推進や地域の子供と

関わることによる地域コミュニティの構築など、公民館事業の充実

にもつながるのではないでしょうか。今後、地域の生涯学習サークル

の自主講座との連携も期待しています。 

令和８年１月１５日（木）第３８号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月７日（水）、只見町冬休み子どもクラブの様子を取材しました。 

只見町では今年度、平日と夏休みの子ども教室に加えて、冬休みの子ど

も教室も実施しました。只見公民館と明和公民館の２か所で行い、合わせ

て１８人の小学生の参加登録があったそうです。朝８時から夕方１７時

までの活動は、長期休みの際の児童預かりの役割も担っています。教育委

員会の担当者によると、春休みも子ども教室を実施するとのことでした。 

長期休みの豊富な時間と地域に関われる環境を生かして、充実した体

験活動を行うことができそうですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらの二次元コードから、閲覧・ダウンロードができます → 

＜講師の本多さんから＞ 

 子ども教室と講座の連携はとてもよ

い取組です。冬休みの子ども教室では、

朝から夕方までの長い時間を過ごすこ

とになります。体験をたくさん取り入れ

て、子供のよさを伸ばしてほしいです。 

＜子供の感想＞ 

 家では集中してできないので、子ども

教室で書初めができてよかったです。上

手に書くことができました。 

子ども教室では、冬休み中も友達と遊

ぶことができて楽しいです。 


